
心
人
物
と
な
っ
て
み
る
こ
と
な
ど
が
繁
げ
ら
れ
る
。
質
し
こ
の
や
う
に
考
へ

る
な
ら
ば
、
論
語
の
諸
篇
は
孔
門
諸
涯
の
主
張
の
相
蓮
を
細
め
知
っ
て
み
な

け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
も
の
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
G
武
内
三
士
は

『
絵
雛
意
想
史
陶
な
ど
に
於
い
て
も
既
に
孔
門
の
即
諾
弟
子
の
…
聞
に
愚
子
學
涙

や
子
溝
屡
派
な
ど
と
い
ふ
や
5
な
學
涙
の
溺
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て

屠
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
無
一
件
に
承
認
せ
ら
れ
る
こ
と
と
は

言
へ
な
い
や
う
に
恵
は
れ
る
。
孟
子
や
継
記
に
曾
子
と
子
湧
・
子
夏
の
箏
ひ

が
あ
っ
た
こ
と
を
聴
示
す
る
や
う
な
個
勝
は
な
い
と
は
霧
へ
な
い
が
、
然
し

こ
の
程
度
の
不
和
な
ら
ば
…
早
に
輸
入
問
の
感
情
の
行
き
遠
ひ
か
ら
も
生
じ
得

べ
き
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
以
っ
て
直
ち
に
『
學

涙
』
の
勤
立
と
見
な
す
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
は
な
か
ら
う
か
。
な
る
ほ
ど

均
し
く
儒
家
と
霞
っ
て
も
、
孔
子
と
孟
子
と
窃
子
で
は
三
者
と
も
に
主
…
張
を

異
に
し
て
み
る
が
、
こ
れ
は
粛
然
さ
や
う
に
な
る
べ
き
．
歴
史
納
な
事
構
が
冑

後
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
孔
子
の
弟
子
の
磯
に
既
に
主
張
を
異
に

し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
か

鋳
た
た
と
へ
諸
弟
子
の
闘
に
幾
分
の
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
と
椴
憲
し
て
も

そ
の
後
に
無
病
と
し
て
生
長
し
て
行
く
だ
け
の
十
分
な
理
由
と
基
礎
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
。

　
箪
に
払
子
の
言
行
を
多
く
載
せ
て
み
る
と
い
ふ
事
實
か
ら
、
其
の
篇
が
曾

子
學
藏
の
人
々
に
よ
っ
て
簿
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
結
論
を
導
き
出
す
の
も
、
や

や
機
械
的
に
煽
ぎ
た
論
埋
の
や
う
に
患
は
れ
る
。
そ
れ
ら
は
総
べ
て
曾
子
學

　
舐
と
い
ふ
や
う
な
も
の
の
存
獲
を
無
燈
し
て
始
め
て
言
へ
る
こ
と
で
あ
っ
て

こ
れ
を
疑
ふ
も
の
に
と
っ
て
は
重
大
な
る
意
昧
を
も
つ
も
の
と
は
考
へ
ら
れ

な
い
。
要
す
る
に
武
内
漉
…
士
の
㎝
、
論
語
之
研
究
臨
は
唱
詠
の
藩
し
い
将
〃
巴
の
あ
る

と
こ
ろ
に
問
題
も
あ
．
る
と
喬
へ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
防
人
亡
女
蝋
…
の
桝
雛
を
深
く
撫
同
齢
北
び
申
上
濡
り
る
◇
　
　
鐙
瑠
弓
勢
本
丈
…
一
…
漏
ハ
ニ
頁
、
　
騨

版
一
三
葉
、
鴛
流
勢
捕
獲
行
、
統
監
饗
圓
五
捨
磯
）
　
〔
森
三
樹
三
郎
〕

「
費
寒
思
想
更
」
申
世
國
罠
の
精
神
生
活

清
原
貞
雄
著

　
日
本
思
惣
史
の
冠
題
の
も
と
に
、
上
代
よ
り
六
物
良
朝
を
穿
て
心
安
朝
へ
と

我
が
國
民
の
精
騨
生
濡
の
叙
述
を
進
め
ら
れ
た
溝
原
貞
雄
博
士
は
、
今
岡
そ

の
巾
恒
定
を
上
梓
せ
ら
れ
た
．
巻
を
解
く
に
先
立
ち
て
、
叢
、
の
研
究
企
識
の

い
か
に
も
立
大
な
る
に
一
驚
し
、
そ
の
學
的
意
欲
の
ま
た
旺
盛
な
る
に
．
一
∵
歎

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
、
．
誠
に
博
士
が
生
涯
を
賭
し
て
の
大
業
と
「
齋
ふ
．

て
よ
く
、
私
は
こ
の
偉
業
の
完
成
一
瓢
も
準
か
ら
ん
事
を
先
づ
樗
る
も
の
で

あ
る
⇔

　
本
書
の
内
容
は
全
篇
を
爾
後
二
篇
に
分
ち
、
蔚
編
を
鎌
倉
時
代
後
編
を
室

町
時
代
に
宛
ご
ら
れ
て
を
り
遺
徳
の
最
初
に
序
論
を
附
し
て
時
代
の
概
艘
を

加
へ
ら
れ
て
る
る
あ
た
り
、
．
爾
編
は
も
と
ノ
＼
夫
々
が
一
巻
を
な
す
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
の
を
便
宜
合
巻
せ
ら
れ
て
本
書
を
編
ま
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る

併
し
卒
流
に
言
っ
て
「
中
世
」
な
る
二
葉
を
鎌
倉
・
室
町
南
時
代
の
団
義
語
の

如
く
取
扱
は
れ
る
態
度
に
は
少
し
く
不
満
な
鮎
が
あ
る
9
蓄
ふ
談
で
竜
な
く

臨
機
と
は
宵
代
と
近
世
と
流
へ
に
膳
史
を
∵
．
時
代
に
匿
分
．
す
る
純
檸
に
文
化
史

的
な
、
擁
分
法
で
あ
り
、
中
之
な
る
昌
…
照
葉
か
ら
は
占
代
的
な
る
も
の
よ
の
訴
…
代

的
な
る
も
の
へ
の
過
渡
の
隣
代
と
し
て
の
意
嚢
を
深
く
感
得
す
る
の
で
あ
っ
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紹

介

節
二
十
薫
毬
　
第
二
號

一
瓢
八

て
偶
々
H
本
の
中
世
が
政
擁
推
移
に
よ
る
臨
代
．
齪
分
で
あ
る
鎌
倉
犠
町
の
爾

時
代
に
當
る
と
し
て
・
も
、
そ
れ
は
所
詮
ほ
壁
胡
當
す
．
る
と
い
ふ
に
止
ま
り
、

中
世
の
限
界
を
更
に
上
下
せ
し
め
る
こ
と
は
な
ほ
攣
蒋
に
と
っ
て
見
解
の
陶

曲
性
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
ま
い
か
。
ま
し
て
既
一
聯
の
漬
物
に
於
て
二

つ
の
時
代
士
分
法
を
混
岡
し
て
便
用
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
に
不
面
恥
で
あ
っ

た
と
患
ふ
。

　
さ
て
前
編
鎌
倉
時
代
に
於
て
は
最
初
に
「
宋
學
の
騒
人
と
共
影
響
」
に
つ
い

て
宋
學
の
特
色
よ
り
説
き
起
し
て
詳
細
に
論
述
せ
ら
れ
、
次
に
門
煙
道
」
に
つ

い
て
は
密
議
に
封
ず
る
實
際
醤
仰
の
駿
態
よ
り
伊
勢
碑
．
道
の
勃
興
に
至
り
、

更
に
佛
教
．
騨
道
に
も
言
及
せ
ら
れ
て
み
る
。
「
佛
激
」
に
就
て
も
輝
宗
の
轍
入

選
宗
の
開
立
と
親
…
鷲
の
教
説
、
日
蓮
宗
の
…
乱
世
と
購
薙
の
稲
車
等
を
詳
論
せ

ら
れ
、
次
い
で
「
道
徳
思
想
」
を
文
獄
的
に
考
究
せ
ら
れ
て
「
武
士
道
の
獲
達
」

に
論
を
進
め
ら
れ
る
。
榊
國
思
想
及
初
冠
的
証
登
の
獲
達
な
ど
所
纈
鰻
窟
代
の

「
關
家
意
識
の
襲
達
」
を
語
ら
れ
る
あ
た
り
精
細
を
極
め
て
を
り
、
最
後
に

武
家
政
治
の
指
導
縞
…
瀞
と
政
治
…
論
を
説
か
れ
た
「
政
治
患
想
」
の
章
を
結
び
と

し
て
、
前
編
七
章
を
絡
る
の
で
あ
る
し
後
編
室
町
時
代
に
於
て
は
、
こ
の
中

に
吉
野
朝
時
代
を
含
め
ら
れ
る
も
の
の
如
く
、
最
初
に
「
耽
脅
相
の
鳥
瞳
」
を

な
し
、
次
い
で
「
國
朧
想
想
と
國
朧
論
」
を
詳
述
せ
ら
れ
、
翼
に
「
勤
外
的
に

現
は
れ
た
臨
察
我
の
雲
南
」
と
題
し
て
発
明
外
交
に
つ
い
て
の
点
綴
の
反
面

が
説
明
さ
れ
て
み
る
。
次
に
「
騨
弁
説
の
獲
達
」
に
つ
い
て
は
流
石
に
詳
密
で

慈
遍
・
親
房
・
忌
部
正
逓
の
斜
道
説
、
佛
…
数
脾
道
の
獲
達
、
　
一
條
．
鹸
良
の
瀞

道
説
、
吉
田
榊
道
な
ど
が
要
領
よ
く
論
ぜ
ら
れ
、
拠
に
「
佛
敏
」
及
「
政
治
患

害
」
に
も
説
き
及
ぼ
さ
れ
、
最
後
に
「
勤
皇
塩
鯨
の
勃
興
」
の
章
を
も
っ
て
、

後
篇
七
章
を
望
ん
で
ゐ
ら
れ
る
。
以
上
は
嫌
な
る
内
容
の
概
槻
で
あ
る
が
、

説
き
去
り
説
き
來
り
、
論
旨
は
極
…
め
て
細
事
で
あ
り
、
論
意
は
ま
た
畢
易
で

あ
っ
て
私
な
ど
初
癖
者
に
は
誠
に
好
き
患
想
更
の
概
論
書
で
あ
る
と
思
ふ
。

　
思
想
史
の
研
究
ほ
そ
の
方
法
か
ら
云
っ
て
、
概
時
代
の
偶
入
の
縄
念
を
表

明
す
る
文
獄
を
可
及
的
に
多
く
集
積
し
、
か
く
て
そ
の
申
に
時
代
患
惣
の
潮

流
を
規
定
せ
ん
と
す
る
方
法
が
極
め
て
有
力
な
一
方
法
で
あ
の
、
博
士
も
亦

之
に
從
ひ
遍
く
文
獣
を
渉
沸
し
て
軽
便
な
き
を
期
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
併
し
そ
れ
は
そ
れ
ら
の
個
人
が
文
化
荷
携
増
で
あ
る
限
り
想
単
三
と
し

て
は
…
朦
承
認
せ
ら
れ
よ
う
が
、
果
し
て
雷
ほ
る
㌦
如
く
鯨
蝋
の
精
瀞
生
活

を
説
明
し
得
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
A
ノ
も
昔
も
自
己
の
忽
考
を
公
然
と
襲
表

し
得
る
も
の
は
百
萬
人
に
一
入
あ
る
か
な
き
か
の
心
細
さ
で
あ
る
寓
を
思
へ

ば
、
そ
の
一
入
の
言
説
よ
り
図
幅
全
般
の
精
翅
生
活
を
究
め
ん
と
す
る
は
大

い
に
危
瞼
と
言
は
ざ
る
を
得
な
い
D
そ
こ
に
研
掩
の
困
難
は
嚴
然
と
し
て
横

は
る
の
で
あ
る
が
、
我
々
の
こ
の
方
爾
の
柵
寵
方
向
は
む
し
ろ
題
”
の
う
ち

の
「
生
活
」
と
い
ふ
部
，
分
に
集
中
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
。
す
な

は
ち
生
業
・
風
俗
・
娯
樂
・
信
仰
・
祭
祀
・
行
事
等
の
生
、
活
そ
の
も
の
に
關

慶
す
る
部
分
に
も
透
徹
せ
る
織
縞
を
鞘
く
な
ら
ば
、
案
外
に
員
的
の
實
相
に

近
き
も
の
を
抽
出
し
得
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
か
く
て
掘
握
さ
れ
た
も
の

は
思
惣
と
は
言
ひ
得
な
い
に
し
て
も
、
國
民
の
一
般
に
切
實
な
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
得
業
の
木
題
に
は
ふ
さ
は
し
き
も
の
》
言
へ
る
で
あ
ら
う
。

　
と
ま
れ
本
露
を
通
讃
し
て
私
は
博
士
の
無
識
の
深
大
な
る
に
驚
歎
し
、
又

論
罪
の
懇
切
な
る
に
感
激
せ
る
こ
と
を
告
白
し
、
博
士
が
日
本
思
想
史
の
研

究
に
精
養
せ
ら
る
る
雄
姿
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ

（28り



る
Q
　
（
菊
版
本
三
八
五
頁
、
索
引
一

山
五
十
銭
）
　
〔
林
屋
辰
三
郎
〕

幾
世
碍
嶺
の
儒
攣

一
頁
、
中
文
海
錨
膚
爽
行
、
野
駆
金
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
公
縫
宗
記
念
観
測
禽
隅
編

　
斯
交
魯
は
、
明
治
初
期
よ
り
大
正
・
昭
和
を
通
じ
て
儒
教
精
沸
の
毒
認
識

を
行
ふ
こ
と
に
於
て
、
」
止
ま
る
所
を
知
ら
な
い
衝
動
的
な
西
洋
文
化
の
許
容

に
…
封
し
て
は
、
　
一
つ
の
東
洋
的
な
反
省
と
制
働
の
役
割
…
を
果
し
て
蹴
た
の
は

人
の
認
む
る
所
で
あ
ら
う
。
本
書
は
そ
の
斯
…
文
愈
に
偉
功
あ
る
沈
思
徳
川
寡

達
筆
の
灘
宗
七
十
年
を
、
最
も
意
義
深
い
方
法
に
於
て
慶
醗
記
念
し
た
論
文

集
で
、
主
と
し
て
斯
文
脅
員
の
手
に
威
る
も
の
で
あ
る
○
本
書
編
纂
の
ほ
的

意
義
は
「
公
の
範
宗
の
功
績
を
顯
彰
す
る
所
以
な
る
と
共
に
、
又
實
に
現
代

臼
本
の
寸
地
を
明
確
に
す
る
葦
囲
」
（
同
謂
愈
長
坂
谷
芳
郎
男
「
序
㌧
で
あ
る
。

か
ら
で
あ
る
。
鷺
に
徳
川
公
を
就
賀
す
る
に
ふ
さ
は
し
い
記
念
…
出
版
物
た
る

・
に
止
ら
ず
、
現
今
し
き
り
に
嬢
亜
の
諾
問
題
が
．
原
理
的
に
問
は
れ
つ
覧
あ
る

時
に
當
っ
て
、
一
つ
の
大
い
な
る
六
輝
を
加
へ
た
も
の
と
云
は
な
け
れ
げ
な

る
蕪
い
。

　
本
書
に
就
い
て
は
甑
に
灘
後
和
男
氏
の
優
れ
た
紹
介
・
批
判
が
あ
る
が

碕
猷
胃
酸
濁
巣
學
』
郵
九
谷
錦
九
輪
）
煩
を
い
と
は
ず
、
少
し
く
氣
つ
い
た
黙

を
繍
…
足
し
つ
謡
撒
要
の
紹
介
を
載
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
X

　
西
十
八
騰
の
論
文
は
四
部
に
分
類
さ
れ
て
み
る
“
題
”
と
執
筆
者
の
芳
名

を
掲
げ
る
な
ら
ば
（
敷
写
略
）

緻…

_
（
「
墨
銀
」
井
上
訟
次
郎
）
：
・
：
《
擢
り
に
第
一
部
と
す
る
〕

徳
川
幕
府
と
儒
學
A
豪
殿
と
儒
讐
山
難
察
常
、
「
糾
吉
と
儒
學
」
加
藤
虎
之

　
亮
、
「
吉
宗
と
儒
學
」
革
野
穆
爽
郎
、
「
林
家
と
交
野
」
串
山
久
羅
郎
、
「
水

　
戸
學
（
初
期
ご
穗
川
慶
光
、
「
水
戸
學
（
後
期
ご
藤
澤
誠
、
「
松
単
完
儒
を
中

　
心
と
す
る
艦
圃
候
の
澱
〔
養
」
松
単
窟
〔
光
、
「
寛
敵
異
墨
’
の
禁
」
隙
鹸
橋
轍
次
、
「
婆
擢

　
宋
の
儒
…
學
」
芳
野
幹
一
、
「
婁
堂
と
昌
単
坂
學
壁
上
」
近
藤
正
治
、
一
，
紅
葉
山

　
文
蹴
丁
の
漕
…
革
」
濱
野
餓
三
郎
、
「
諸
天
僧
の
文
面
笛
一
般
」
大
江
義
脚
）
：
・
：
・
〔
踊
字
二

　
部
〕

鰍
…
家
の
腿
’
風
・
特
色
（
「
藤
原
機
窩
の
蟻
的
態
慶
」
太
碩
兵
三
郎
、
「
林
野
山
と

　
本
朝
遜
讐
前
野
滲
次
郎
、
「
藤
樹
と
蕃
山
」
柴
照
甚
五
郎
、
「
山
崎
闇
齋
と

．
煎
ハ
の
数
育
」
町
部
下
口
雄
　
、
「
肉
露
門
素
行
の
一
面
」
小
貝
島
円
氣
太
、
「
・
池
下
順
庵

　
と
卯
斜
非
一
白
石
」
澤
田
繍
四
面
、
「
伊
藤
仁
齋
の
一
考
察
」
字
・
野
哲
入
、
「
、
淺
見
綱

　
齋
の
大
義
名
分
論
」
坂
井
喚
三
、
「
室
鳩
艇
と
朱
子
學
」
鈴
木
直
治
、
「
荻
生

　
加
狙
嬢
呂
に
閣
撫
す
る
二
三
の
考
察
」
鱒
縞
谷
灘
、
「
三
田
翻
馬
立
附
図
の
牌
学
風
と
爾
…
豊
の
儒
…

　
學
』
両
瞬
購
倶
治
、
「
翻
井
準
淵
凹
の
隙
弔
徳
」
山
尚
魎
獄
爪
代
次
郎
、
「
佐
藤
…
、
一
齋
の
加
貌
憩
」

　
魯
竹
次
郎
、
「
韻
肉
陽
の
史
筆
」
朧
谷
温
）
…
…
〔
第
三
部
〕

｝准

ﾋ
福
褥
陣
ド
の
蝿
舶
…
…
四
題
（
「
瀬
見
浪
と
揺
…
照
ご
飯
島
忠
夫
、
「
儒
…
墨
’
と
陶
潔
久
…
学
と
の
闘
圃

　
係
」
久
馬
肥
…
縫
一
、
「
朔
潤
雌
堕
と
儒
齢
甲
と
の
山
田
渉
及
び
却
緑
府
の
欝
一
丸
…
目
撃
政
策
」
板

　
澤
武
礁
、
「
折
衷
概
括
」
佐
藤
文
四
郎
、
「
考
謹
學
概
就
」
申
山
久
四
郎
、
「
薩

　
摩
の
儒
皿
ご
山
田
琢
、
「
南
學
の
特
質
」
小
林
倍
閣
、
「
京
傭
の
學
」
中
山
久

　
四
郎
、
「
大
販
の
儒
學
し
藤
澤
章
次
郎
、
「
穂
川
時
代
の
漢
文
學
」
（
其
一
丈

　
章
）
佐
久
節
、
同
ハ
其
二
詩
）
荊
川
三
郎
、
観
（
其
三
、
亥
那
語
雌
二
支
那
俗

　
丈
蟻
）
齋
藤
護
一
、
「
江
戸
晴
代
儒
者
の
聾
し
高
野
繰
越
、
「
江
戸
時
代
の
．
篇

〈　L）S5　）

紹

介

藥
二
十
識
巷
　
第
二
魏

一
二
九


